
資料３ 

江戸川病院に係る「指定病床の増床」及び「応急入院指定病院の指定」について 

 

令和 7 年 1 月 27 日 

障害者福祉推進課 

江戸川病院より次の申し出があった。下記の理由により認めることとしたい。 

・措置入院に係る指定病床を、現在の 3床から 6床に増床したい。 

・応急入院指定病院の指定を受けたい。 

 

1.措置入院・応急入院とは 

措置入院：精神障害者が自分や他人に危害を及ぼす恐れがあり、かつ入院治療が必要とされる場合には、都道府県知事の権限により、

国等の設置した精神科病院又は指定病院に強制的に入院させることができる。 

応急入院：急速を要し、その家族等の同意を得ることができない場合には、本人の同意がなくとも、指定医の診察により 72 時間に限

り、応急入院指定病院に入院させることができる。 

 

2.指定事務の概要と現状 

○指 定 病 院 の 指 定：精神保健福祉法第 19 条の 8 に基づき、一定の基準を満たす病院に対して、設置者の同意を得た上で都道府

県知事が指定できる。指定に当たっては病床数を指定する(指定された病床数より多い措置入院者を受け入

れることはできない。)。 

【県のスタンス】指定病床数の増床は、措置入院の長期化につながる恐れがあるとして慎重に判断している。 

○応急入院指定病院の指定：精神保健福祉法第 33 条の 6に基づき、一定の基準を満たす病院に対して、都道府県知事が指定できる。 

【県のスタンス】申し出のあった病院を指定している。 

○現在の指定状況は次の通りである。 

指定病院数：29 病院(指定病床数：224 床) ※千葉市を除く 

応急入院指定病院数：13 病院 ※千葉市を除く 

いずれも、指定期間は R5.4.1～R8.3.31 であり、3年ごとに更新を行う。 

 

3.江戸川病院について 

住所：千葉県野田市山崎 2702   病床数：445 床(精神科 285 床、内科 160 床) 

指定病院の指定：あり(R5.4.1 より 3病床の指定を開始した。) 

応急入院指定病院の指定：なし(指定基準を満たす) 


